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（住所明確にお申込次第カタログ無料進呈）
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巻頭日

弱視教育匠思う

中 野

私は仕市の［対係で各盲学校を訪問する こと がある。そして、いつも． 訪問先で

二つの共通点を感じる。一つは ，巾し合わせたように，：ぇとんどの盲学校が りっ

ばな新汎校舎であるこ とだ。

屈り返えってみると盲学校が義1..6教育制岐に変わ った昭和23年とろの校舎の

巾にぱ公民館を改迭した寺子屋を思わせるような校舎があ り， 設近まで使用され

ていたことを聞いている。しかし，現在は経済の揺度成長に沌じてか，老朽校舎

の改築 ，新笙移転ー地理的に不便なと ころもあるが，各音学校共が新築を競って

いるかにみえる。また．脊宿舎においても，ホナルを思わせるようなデラックス

な設涌がh祖されていると ころもある。

今一つは ．弱視の生徒が多 くみう けられることでもる., 1 4, 5年前までは，

全盲者が多く 弱視の生徒ぱ数える程庇であったが，今は一舟拉）学校へ行ったよう

な錯党さえおぼえる。全国盲学校長会組の昭和44年疫全1団盲学校職貝録に掲載

されている「児窟生徒の実陳 」によれば全咽総生徒数7.2 6 7名に対し全盲生徒

数 2,23 8名で全体の31 ¢，準盲生徒 l.1 3 4名で 16弘．弱視生徒は 3,895

名で 58名と なっている。この統計で解る ように全自生徒が少なくなっている。

ここで私は， 弱視と職業について問頌捉起をし巻頭苫にかえたいJ

わが1国の音学校で弱視学級研扁成されたのは昭和27, 8年ころだと聞いてい

る。ま た，文部省をはじめと し，一般学校および大学の研究室に も弱視教育につ

いて効果を高める研究がなされており，昭和 37年に日本弱視教育研究会が発足 ，

活発な活勅と成果を納めていることを，その研究会の機関誌 「弱視教育 」でみる

ことができ る。

さて．この弱視教育といわれる目的，あるいはその根底は何であるかとしろう

と考えで定義するなら！ま残存視力をいかにカパーし，本人の泥力を育成伸展させ

るかにあると思う。

現在，盲学校の小学部・中学部において弱視学級を設i罰し，分離教育を施して

いる学校が多い。しかし， 高等部に進学すると全盲 ・弱視vつ混成教脊にな ってい
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ろようだが，それでは弱視学級を函成した忠義が菊れるのではないかと懸念する。

また， 弱視生徒のほとんどが理税科に進んでいる 。これは理税科に進む者が多い

からその職業コースを選んでいろのかも知れないし，その他のコースが限られて

いるからかも知れない。

私はある日近畿盲教育研究会の部会に出席したおり，その席上で「理旅科にい

やいやながらいく生徒が ・45%いろ」と曲かされたとき ，百学校に一般 の実業学

校的なニュアンスを持つコースが新設さ れれば，そのコースに進む生徒が多いの

ではないかと考えさせられた 。

それには徹底した弱視教育 ，分離教育の充実が必要かと思う。すでに 「盲人は

何もできない」時代は過ぎ．一般企業の殿力となって視力諒害者が 17名も日本

ライトハウスからりい立っている現状である。弱視教育の成果が上がれば本人の能

力が高められ． 固々の能力は幅広い大き な活曲力を持つことになるかも知れない 3

この大きな活勁力を啜種の開発 とその拡大に向けて教育指導するならば， 弱視生

徒自身の将来ほもとより，そのパワーは必ずや社会に対して期待に沿うものがあ

ると確信するものである。

現在≫日本の弱年労働力は減じ，中牒年労働力に依存している現状において大

いに，このパワーを生かすことができるならば貨直な存在になることであろう。

盲教育もさることながら，面わくぱ， 弱視教育のあり方や，その忍義を深く追

求し，かれらに識業の選択が自由にできるように．一般の実業教育を宕学校でも

施行されるよう関係官庁のと配慮とこ湛けJを顧うものである。

（筆者は日本 ライトハウス職艮•本会役員）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。




